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ポストコロナのコミュニティー形態

Design of Community form of post COVID
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　The design begins with how to balance the relationship between the residence space and the office space, 

and it is a great contradiction that the balance of the living body can be realized and the resident can realize 

the home & office. 
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　コロナの流行が終わり、テレワークを導入する企業

が増えている。 本研究の目的は、テレワークという

新しいライフスタイルに必要な建築空間を考えること

であり、生活空間とオフィス空間の関係をどのように

バランスさせ、生活者と居住者がホームとオフィスを

実現させるかから設計がスタートする。 同時に、生

活や仕事だけでなく、仕事や生活に必要な他のスペー

スも満たすために、異なるレベルの共有アクティビ

ティスペースを挿入することも考慮する必要がある。

従来の仕事とレジャーのパターンを壊し、「異なる世

界」の住民が自然に日常生活に参加し、住宅がゆっく

りと混ざり合っていくのだ。 同時に、さまざまな空

間ニーズが考慮され、個人、グループ、社会生活のた

めのさまざまなレベルのオープンスペースが用意され

ている。

2. 職住融合空間

　生活空間とオフィス空間の関係をどのようにバラン

スさせるのが大きな課題であるため、問題を分解して

それぞれの解決策を考えていく。

問題点：

1. 居住者が自宅で仕事をするために、居住空間とオ

フィス空間をどのようにバランスさせるか？

2. 生活密度を確保しながら、さまざまな人の多様な

ワークスペースニーズに応えるにはどうしたらいいの

か。

3. 個人、グループ、社会生活のための空間を、同時

1. はじめに 満足した場所をどう提供するか？

解決策：

1. 従来の交通コア空間から、共有コア空間を実現す

る

2. 基準層の間にオフィス、シェアスペースなどを入

れる。

3. 垂直ブロックの間に共有空間を入れるることによ

り、タワー空間の機能を拡張する

　様々な居住者のニーズに対応する多様なフラットタ

イプ多様なカスタマイズを実現する、機能・プライベー

ト空間の異なるアパートメントタイプを作る。

3. 敷地

出典　「昼間・夜間人口、 昼夜人口比率」　東京都の統計



　人口の分部から見ると、都心部には、オフィスビル

や商業ビルが立ち並ぶが、郊外から多くの人がやって

くる。とくに昼間人口は多い、しかし、昼間、別の場

所からやってきた人々は、夜になるとそれぞれの地域

へと帰っていく、真んなかが開いたドーナツ化になっ

ている。

　そこで、「都心回帰」を求めて、人々を都心に住む

ように敷地を選んだ。

4. 提案

港区のオフィス街にテレワークをするサラリマンたち

に居住と仕事同時にできる建物を設計する上で、都心

のドーナツ化を改善する。

5. 設計

　abw（Activity Based Working）という新しいワーク

スタイルからヒントをもらえって作業内容の分類に応

じて、必要な作業空間を分ける。

建築全体は 3 つの空間レベルを作る：

Tier 1 、社会 : 

運動、ショッピング、レジャー

Tier 2 、グループ：

コミュニケーション、フォーラム、コラボレーション

Tier 3 、プライベート：

生活、勉強、仕事 - 集中

様々な居住者のニーズに対応する多様なフラットタイ

プ多様なカスタマイズを実現する、機能・プライベー

ト空間の異なるアパートメントタイプを作る。
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6. 最後に

　本研究により、ポストコロナでテレワークを普及し

ていく時、職住融合の提案居住者のニーズに満足しな

がら、仕事も生活も影響がないようにあるいわ今ある

コミュニティー形態より対応できる答えになっている

と考えられる。
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生活、仕事、遊びの境界を曖昧にし、交錯させる。 

 想像してみてください。恋人や子供たちが家にいる

ときに、会社から大事な仕事が入ったと知らされる。 

また、余暇を楽しむ前に、別の都市で地元や国内の同

僚と今日行わなければならない会議の準備に専念す

る必要がある。 アパートメント棟の施設の一部とし

て、ミーティングスペースを予約することができる。 

このスペースは、お客様のフラットから歩いてすぐの

ところにあり、その場で簡単にミーティングを行うた

めに必要なものがすべて揃っている。 さらに、会議

場は屋上プラザに隣接しており、ビルで提供される音

楽、食事、飲み物を楽しむことができる。 会議終了後、

会議参加者、地域住民などが広場に入る。 数時間後

に階下のホールで行われるコンサートを待つ間、同僚

と一緒に数時間おしゃべりして交流する。

　このような話は 10 年前には想像もできなかったか

もしれませんが、プライベートと仕事の世界が進化

し、テクノロジーとの融合が進むにつれ、とくにコロ

ナが終わったあとに、人々が共有空間の需要が高ま

り、ますます現実味を帯びてきている。この融合は、

人々の生活、仕事、遊びの新しい融合を引き起こす。

各階の緑のコリドーとオフィスエリアが絡み合い、エ

ントランスからタワーの上に向かって、レジャース


